
学校法人近畿大学クラウドストレージ利用ガイドライン 

 

（目的） 

１ このガイドラインは、学校法人近畿大学（以下「本学園」という。）におけるクラウドストレージの

利用に関する事項を定め、情報セキュリティの確保と円滑なクラウドストレージの利用に資すること

を目的とします。 

 

（定義） 

２ このガイドラインにおいて、次の各号に掲げる用語は、それぞれ当該各号の定めるところによりま

す。 

(1) 運用基本方針 本学園が定める「学校法人近畿大学情報セキュリティポリシー」を指します。 

(2) 運用基本規程 本学園が定める「学校法人近畿大学情報システム運用基本規程」を指します。 

(3) その他の用語の定義は、運用基本方針、運用基本規程、学校法人近畿大学情報システム運用・管

理規程及び学校法人近畿大学情報システム利用ガイドラインで定めるところによります。 

 

（ガイドラインの適用範囲） 

３ このガイドラインは、次に掲げる本学園構成員及び本学園の許可を受けてクラウドストレージ（本

学園が管理・運営しているもののほか、本学園が正当な権利に基づき情報を格納しているものを含み

ます。）を利用する者に適用します。 

(1) 教職員：本学園専任教職員、常勤・非常勤講師、客員教員、嘱託職員、契約職員、定時職員及び

派遣職員 

(2) 学生等：学部学生、大学院生、通信教育部生、留学生、研究員、大学院研修生、科目等履修生、

生徒、児童及び幼児 

 

（遵守事項） 

4 クラウドストレージ利用者は、このガイドライン及び本学園の規定する情報システムの利用に関す

る諸規程及びガイドライン並びに個人情報保護に関する諸規程を遵守してください。 

 

（クラウドストレージの利用） 

５ クラウドストレージの利用者は、様々な情報の作成、利用、保存等のためにクラウドストレージを

利用する際には、原則として、２段階認証（多要素認証）設定済アカウントにて、本学園が運用・管

理している Google ドライブ、Slack 及び学内ポータルシステム等のクラウドストレージを利用してく

ださい。 

 

（情報の取扱い） 

６ クラウドストレージ上に格納する情報は、学校法人近畿大学情報システム運用・管理規程に従って

取り扱ってください。なお、具体的な情報の分類例については、別表を参考にしてください。 

 

令和 5 年８月１日 施行 

学校法人近畿大学 総合情報システム委員会 



別表（情報の分類例） 

区分 具体例 情報の取り扱い 

（機密性３） 

本学情報システムで取

扱う情報のうち、秘密文

書に相当する機密性を

要する情報 

・学生、患者、教職員等の特定個人情報 

・患者の個人情報 

・医療に関する情報 

・決済に関する情報 

・特定の関係者以外が閲覧できないよ

うに厳重に機密にすべき情報 

・研究用原子炉の運用管理に関する情

報 

・入試情報（入試問題、受験番号、得点

等） 

など 

法令・ガイドライン・指針等に従

い、専用のシステムを利用する

など、適正な取扱いをしてくだ

さい。 

（機密性２−１） 

本学情報システムで取

扱う情報のうち、秘密文

書に相当する機密性は

要しないが、その漏えい

により重大な侵害や支

障が想定される情報 

・学生、教職員等の個人情報 

・学生の成績、学生指導の過程を記載し

たデータ 

・入試情報（作問中データ、学科合格点） 

・財務情報等の本学園の経営に関わる

情報 

など 

２段階認証（多要素認証）設定済

みアカウントにて、本学園が運

用・管理している Google ドライ

ブ、Slack 及び K-SHARED のク

ラウドストレージを利用してく

ださい。 

（機密性２−２） 

本学情報システムで取

扱う情報のうち、秘密文

書に相当する機密性は

要しなく、かつその漏え

いによる侵害や支障の

規模も重大でないと判

断される情報 

・授業や学内のイベント等で使用した

情報 

・本学園の構成員のみが閲覧可能な情

報 

など 

２段階認証（多要素認証）設定済

みアカウントにて、本学園が運

用・管理している Google ドライ

ブ、Slack、K-SHARED 及び「政

府情報システムのためのセキュ

リティ評価制度（ISMAP）」の

ISMAP クラウドサービスリス

トに登録されているクラウドサ

ービス（Microsoft Office 365、

Box 等）を参考に利用してくだ

さい。 

（機密性１） 

機密としての取扱いが

不要な情報 

・機密性３、２−１、２−２に含まれな

い情報 

・広報、マニュアル等の公開を前提とし

ている情報 

必要に応じて、本学園が提供す

る以外のクラウドストレージの

利用も可能とします。 

 

 

 


